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'级 3? のけ 受ひ拂 ） 



空手 拳法の 歌 

法 普沒手明會祛 公 长梦 h P 

»1 浓士 お 才蕷贷 < 

r 1 !! たかき？ 

溃き姿 0 それの 如 
わが 神 洲の火 丈夫が 

雉 叫びな して 抓 ふ 奉 
嗚る くろがねの その W IC 
«• 吹 雲ぞ ちり かかる。 

ニ， 南風 «る游 ずの 

みどりの记に撫子と 



防趣のために起つときぞ 
一 表た かく 搏ち ひびき 

W 塔の 炫 M IC 燃 ゆるな P 。 

三 •私 辦取の 彩 ふみて 

冬 y 里の 冴 ゆるまで 
1へにきたへいそしみて 
能阶3&の哪ゎざ |: 

褀ある とき ぞ眼に 見せん 
そこに我等の誇りあり。 

— をはり 



兵法の 資の道 

茛 本武跋 

|||-« の 时 IC Jr ' B o 獻をならひても*龄の |1#| 
の 役には たつ まじき と 思 ふ 心 あるべ し* 
其 嵌に 於て は， 何！ •にても 役に立つ やぅ 
に嵇ムし—良事に行ひ役に立つ様に當る 

聪.霞の龄|。 

CT 五輪 之讲 J 地の 卷ょ 00 



II II 十八の 研究 目次 



ロ繪 (構へ 方と 受け 方 其 他) 

序に * 1 へて 著 表.： (ニ) 

空手 举 法の 歌 松 本靜史 …(111) 

兵法の® の逬 恃本武 藏… ( la ) 

第一章 空手 豫備 運動 (一 W ) 

第二 章 空手の 受け 方と 組 手 § 



C 受け 方站本 祙锣法 

第三 章 開 手 型 十八の 型 

罔 解 一 B 9 二十 八 マ デ 

第 四 章 十八の 分解 說明 

岡 解 一ョ リ 十五 マ デ 

附錄 (參考 資料 秘書 「武備 誌」 抜萃) 



參考資料記诹に就いて (八 i ) 

一、 六 氣手 (昭林 派) S ) 

一一、 解 脫 法 (S 

三、 笮足 筋骨 立 様 (邢靈 寺 流) (九；' 一) 

四、 古法 大刚論 章 (一一 一八) 

五、 十二時 血脈 的 死 注氣火 位 念 持 可用 不可 励 ハーこ 5 

六、 七 不 打 ハー « ー) 

七、 不 治 症 (ー泛) 

八、 十二時 辰 血脈 藥方神 効 ( II 五) 
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第一章 空手の 豫備 運動 

ri r 把て は 一 V 把 被 i ゃ 18を租ふ ? &£肅を衍ふ。船に1齡「黯 § 15 射£ 
術 空 P 氣法」 にも 耽に、课 備？ |配2ぎを粑1いたせしが，艰び之れを|:くことにする0 

咖ち &羅1は航蹈の|發陳1&1を離り，航て％&黯と_游を靈せし*,す 

ぺての型を習ふ場衍に|: «? に沢得しやすく，|{利なるが@めである。 

A 脚の 運動 

ィ， i B s Q が fr.irf f , S は 八 £ & き - F ejr ,^ け . 柳め i 
を ||似に 加を A ' れ 、配を 一: げ .どれ. かに 竹して沿の輕になし，以藥る雜る沉ふ範顏0 
ロ. 断姐&似に *), を^<れて-谬に船を _|-* げて？齡となし，1 ? 沉ふ懇1。 

ハ-が 一は 一 めと 1 じ 。 黯 ^ をたれ、1を1き-姐の德 1, に ||-] 6 けて-§かに和の座に 



なし* 之れ を 繰 ot して 行ふ褂 數囘。 

■一, 兩 此を呢く間き、^^ ?: ^^^，^:^ ?: ^ ^? ^ ® ^ 」、^ ^; ^ ^ ^::^^®* #? 、，?^^ 

PSI 。 

ホ， i 足を 則き 付けて ぼ立し’腰を前に曲げて’兩乎は睃の上に逍き‘撕のま^座する如くして 
は!： i ち 立ちして、 之れ を 行 ふ职數 囘 0 
へ、 兩足を 効る^ <る前に川 して， 尬さき(足宵}をかるく醞す狀數囘。 

B 首の 運動 

ィ ，が 齡は s^p ffifil lc て* 船 P は 於！ i の贩に 把り、 船 KA 4 じ* 前は 峨く Tk tc 1 =れて.财から# 
,に上に上にと右に &1 し，右から又元0如く次1に左に|!す事三，四囘® 

ロ， 兩眼を 阶じ，兩ちは腰にし>後に腰を曲げては靜かに元01になし*之れを行ふ讲三，叫 
啡。 

ハ，が1は奶と同じ.船 ||142 は ->;5 きく問き.靜かに首 5: 右から左に舰し，之れを反礼に行ふぎニ， 

K 'f 
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C 腰の 運動 

ィ、が齡は献近を<|^に哪&て 3; # ' ち、販を帕に 1«1 1 げて船 : 5 , - 5 は於にさげ、贼は «5 财になし、船デ 
にて1に抓へ付ける如く励かす$數囘。 

□ • 纪 勢は 職と 闹じ ，兩 P は 後に 向けて 延ばす と 同時に， 腿を 低く して兩 足は！： 股 になる! |に し， 
船 峨を齡 姐に元の姿勢に芷つと同時に’後の兩 ^ を船く捤りて’兩腋の處に蓝き’之れを繼返 
して si。 

ハ、 11 手を 頭の 以 K 取 起に延ばし*其のま、左右に交る交る.腰を延ばす事數囘。 

二* S； 6 ち 於は 前と 同じ、 兩乎は ，共の ま-下に 垂れて、 體を光 右に «し、兩手は輕く极る様にす 
る SSO 

(sr ffi ;i として 1 」sf T ^ fri ^ f ^ si- 

ffi? 力 增 等は 1 著 r 攻啦 自在驰 紙 網 雜ぞ 维 15 J IC 抑 输を 以て 跪し く齡聊 したれば* 就きて 
參照せ られた し) 



第二 章 空手 受け 方 名稱 



制から學靈 ^ 松|ゃ*嫩8には製'|&從附がぁるが $» け於に ^ て ^ 搬がなぃの 
が， 實 に遣憾の恶りでぁる。 

财は黯 ¥ _髮は£の $» け於歡ゼ、配|:&.0が&めに*ぎ廳り史け雜 «5!! をつけ 
た。 一 . 

A 受け 方名稱 




撗 受け C 內 ，外) 
横 打ち (內し 外) 
操り 受け t 内* 外) 



押； 孤： 臂ミ掬 J 受 * 釣？ 突" 空 S 輪 b 大3 拂 2 手 li 裘 2 打， 

& 受 4 あ & I * 受 ，受 * 繫. 孬受， I ? 

けけ けけ し 手* けけ けけ けけ け し 

&內 2 內？ 內 1 內 i 內 2 
嫩. ' ■ ' * 

，外 2 外 I 外 言外 f 外 2 

WG. 

下け 

&S. 
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f け 
臂支へ 受け 
關節支 へ 受け 
船^ < け 

が て ^ S 受け 方} 
船 ひどめ^! の 受け 方； > 

搬 ひ？ ^ 备け 於) 

f かへ し (姐の 受け? ■〇 
さす i た (此 の 受け) 

逆 捨身 (投げ 方) 

叢愁しをげ穸 

¢5 又 受け (投げ 方) 
献鈀げ 
船 ひ！ s げ 
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蛇！ {げ 

以 4 の 通りで ぁる。 

B 組 手に 就いて 

1 ^ をが 艦す 5 と， 把 招 i - と 卿 科 鍵、 船 P の =* つに沉っ聪が阶炉る0 

跟私娜は空乎の總ての勘相で-目邮は炉腊をして越められたろが鮮を靶り铽がの界吐とヵの 
人れ 拔きを 調和 5せ-而して堅冏なる脫格と斯道1紀此と ?: 孩成せしめる0 
k 手 型は 3 i 何 かの 攻一の 術が 迆亂 せられた もので、 型を € J 々‘ の‘ 如 此 M を 描きて 運 励を なして 配 
る 。その 励 作は Si ?' 邮で •術の 目咏に 適 t する 採に 松 紀と g か. ^衍辦に肥脱啦财せしめる酿で 
10 

紐 P は齡！ ； 行 爲 £孤で*菜避 (0 きめの型と间じでぁる。机乎 «!-2 札を1ニつに^:つ祺が出阶る0 
ィ ，戰沿 m 萨 
■一、 複炙 I 手 
ハ， 眞 亂 組 乎 
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齡のぎでぁそ戰黯 ^ 獅ぞが還ずろ撕 ^ 史けてだてる‘と一ゴふ一 ^ 騷な賊で， 
如ぬ は！! デが 攻 ^ する#史けて攻める、敵も亦之れを受けて防ぐと云ふ形が之れでぁる。 
齡邮 船 f は 的までの 組 デ鄕 -| , .--- と |»| つて，齡際に£:ち以み、§ると泛ふ眞劍誠柄が之れでぁる。 

C 受け 方 基本 練習 法 

縱へ筑 

双龙 k ニ 尺 位の 距離に 概触 つて， 共に 左 がを 一步前 に 出して 播へ る。 

E - は 攻擊ば かり 乙は 受け ばかりと きめる。 
s » け M 

抓め P 齡を H て ? 無 ff. “ は袠 & て ^ ぞ跑翳けをなす。 ( 1!3: & ®* 
f ZL5 .Q r p を H て 盤 f & る。 

^ ニに 乙は 左手を 以て* 酞の 手を 拂ひ受 をな して， 右举を 以て £-の水 «? 広常てる0 

把は 2.5 が史けた配り，棚め船 ^ 、をなし、第ニに况桢 ^ 搬ひ激と 5' ふ概に，之れを双が交る 

雜る & 挑す。？ - J れは史 け ? 黯 ばかりでは なく， #? r i を ®? くす る您 めでム纪縱觀の 




芊 

1 





I 

1 

I 




(一) 齡へ方。#は 
始び立ちに立ち，左手 
は上に右手は下に把ね 
て， f ff 母 
て， 1 一を引き付けて， 
毗は ysl lc M^t w.* ， 
^35 をさげて， ^ 出に氣 
を？ 1 
す ！ i lc m* み 立つ oi 第 
13 #?. 照) CW の 立ち 方 
は娜 把 「趣 也 術 空 •乎 I 

i 」 黯) 
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: 0 型笫三 岡 




しながら •左手を T IC 
•3^-tB rc ,^ 5?:l tc s 
b 侃せ て， 抒 を孤私に 
立 0 0(_三圖) 

(四) 右坫 を： 5 t lc lf 
Jit みなが ら .が 常に 力 
VJ 入れ， 右 川-^トにん 
|-を .|^ にして*ルのま 
ま！ < き llr す 0C 雛 kv.:M 
Gi 



■ 0沏 ® 2 




(五)足は «- のま、四 
股に立つと间時に—腰 

を 艇し 、 猿は竹ょり 

1-2 にはねあげる様にし 
て 前に 出し •先 鞞は政 
部に潘す铽持ちにて下 
1 C さげる oik PM s ) 
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•八 S '® 1 s /v El 




c 九 ) sy & w t 

耽 o あげて；® i 航 / v . 3 
動 1¥? )元の把&に2^ 

て |'4 股に立ち、 -/.-:3 代 -«-* 
て*, なして、 同時に k * 
の尜にて淇打ち % な 
す。似時右第は*腰0 
炮 に 捉 つたまま峨へる 
(羽 站九 k ) 
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十八〇型第十0 




C 十) 其の ま、 の f 
に て、 後に 振りむ くと 
间時 に、 右足を 前に 灰 
足を後に，1ボ立ちの 
格へ .: い.-じ-心帛は |-;, 
ょり上に阛一を璐く找 
1 C して 棚 受けを なし， 
1 r f J に 
E く， (型 S 十 岡 第 十一 

k) 





(十二) 杞 3を|^に 
なる 奶持 に て 耽 於へ J 
步迎 める と！：！： 時に* 左 
乎は 下ょり 阳の上 に 尚 
く敦し上げつ、，下に 

fK /r:5 s & 

つた 4 サ^&, «!0 は阳 
识に frg に 版 
をひねる «? にカを取り 

S は f 、 顔 

ょり斜 に 突き 川す 铽持 
ちにて， /.:3 1の處にお 
し 川す c 型が 十一:- i ) 
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i か f r 

上に§形 |: 脏く鈀傲に 

て， 辯 isi に i ひ 

受けを なし •共の まま 
の齡 にて齡にがり沿 
にて ;- 慰み.相£ 

l^ r f t s-* 

てる 0 {勘 第 十五 k ) 





(十五)6足を1|1, 
めて 叫 K に 立ち •右は 
B に 左は 於に して (掌 0 
を [.*〇1 ひがせて)配0_如 
く姿勢 - 5 : 取る .-? 1||十 

K, 
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十八の搜笵十じ闽 




io r fill く緊 

を^: のま i (一一いた i 
±) 光右に 11 くと 一時 
に つ 
て拂 idf をな し 十 
七 kyifi 'I'x M ms 

奉にて，下に昀けて% 
き 落す。 (期 笫 十 八 k ) 
祗し て f i 
に犯き- /.:5 子にて繼ひ 
S けを なす。 右 辦 は胧 
に记は叫股に||へる。 
(期 坫 十九 la - 1 ) 
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r? 



は 

m'i 



tr i 

f : 
•Sr ) 
8 K - 



ひ に 八 

m 



m a ぐ 
に航兩 そ 

'K 

高 K 



を 步 ^ ミ 

步 * T i 
iffit i 



s 七 

其* 

の 



:FS ; ® 遇 



兆* 

< r > 



fp 



g? £.f a 
s げ野 

fill 

*. m 

I % 



時！ の 
妾 L 

m m 



は 

ns 






mt - 

が 左 I 
手 1 
t に 
合* て 
ふ 横！ 

m Sr 9 



i デて 

m wi 

く ひ 
と 姐 



右； 雨！ 
手 s 手 1 
に は 



/r.§ 

r , 

if” 

m 

\ r > 



f! 
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こ： ナ li く ん MW 兄ご ニて 
£ て 辟） へ 取; I 股： 5: 个 仙.： 
t k 形 に 立？ sr 7(. 似 
， き 上 J 您 •てに 5 1ST を V. 

^ .に .敵 . f 搬 .一蹴‘’ ふ 
セ 右 S 丨1 丨! 5 兆* のへ 贩 デ じ S り ‘ 
t 乎て をの！] 5;: ， をのて G 1 
K § は 下 k 特| 部ぶ 间 5 浴？ 位 ft ハゾ vs 
船 哪にの を 咔 0 し （T 



1 C てに 



ir 



(ニ十四)龙|-にて崧 
打ちを なすと 同 時 1 C , 
ぽを敗の识面に昀け右 



十八 CM 6 S ニト叫 圆 





(||十五) /£« 奶 5: 妒 -/) 撕ょ0奶し紙に ||1 ,, - ずと酿時に，體 «,- * 1 _にむ 1|- *右乎にて§のょ0に阶け 
F S - 4 けを なす。 斯の時 & 手は 水 月 部の 處 に£-を上に掌を下にむけて艇へる。 

CII 十六 ) 帕の鹏 かのょぅに护較にて’足撕にむけて打ち船し’同咏に妒の帟にて敵の笳ポ&班 
がちし-膨&黯にむけると一ぼに-製にて船史けして ^ 思にて肥リ—把の尬を ^- 船. 
き， 膨を 1 ? 戴 じて， & 紙に て ^ 啦 r ^ く。 妒 SI C 術へは • & S 2 制 hbr 'l' 4 ^ 
にし.擊は- ^ を縱にして、繫&にぁてる。於 ^ は叫 8?. や 



十八の 塑第 二十 七 s 




(ニ十八)右妒を一步 
齡方 に 引く と 同時に， 
•阳中は报 0 て，右は下 
に、左は上になる株に 
丁度ね じ まは して 引く 
紀持 lc L r ® i* ii m 
ニ 十七 k ) 




霧 一ぎ！！ へ 於。 

MMllk & s : は， 艇 が％ が黯一 § を， 製 ^ て ? 私る舊のダけ « 

艇が戴 & て、％が嚭紀を ^ て£、挪は8を ^ 旗&き，褽ふが碧にて 

齡 & 1, ょり ? 阳けて搬ひ||し.郎ぎに％が製にて威额に齡の泪を紀く。 




乎: i け ふ 部 •"做: i す 乎て；？ 部ぷ沏 £ 場 1, 
7 J § し た に がス にに 5: 聪 合 名 
一 >• 左? •後， 圯 2 叩ぶ W 1 |印' •級‘， 一 



m 



あ 敵 I 蛾 
げが站 5 

.-- の • *5 E 

けら I 5 T で 迈£ 足 t 六 
... -4. 々• <U J ■.如 S •ん のけに を 七 
以 5 る 1 K レく B 板と KjS 方!!： お， 以ミ八 
敵- 5 !!5 て 時 - I 5: ソ 下げを す 作 3 バ稱 2 て 九 
の . .は以 ミ 肪： ねろ は 分？ を 我“ 丨翊ぅ 

m 剛 飯 •て 拂 ミ じ 時 I ’ 解?： m がの 

縱 時 0 の 我;；. ひ ， .敵 I 第:： て 配 說 s 
* 一 •率 j は 我- 受 * 问 f 我 i ； が三攻 ？ 部ぶ 明 S 

を 足 5 が け 時 ： は 我 b 圖づ⑷ に 

- t ST 
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むべ し C 型 第 七®) 

黯も¥&て' ? 齧す 

る 1 は-糊は 製 抓& て- 
1 の， を 横 打ちし- s 時に 我が 
1 ^にて齡の^部を靶りがむ 
分 {型撕 /-\ 配、が队81:脚-间航 

解 s r と if ， 似 mr tf-s 

扩 时 il i : なす (型 敗 九 脚) 
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0 六 第 解 分 



をと 忍 ニ i ® C 5 
逆？ 间？ 前 s 岡づの 

ic n , j B ic ^ ^ 

取 4 に ハと い 

\ \ m i.di tc . U1J 

バ我 •■の 時。 . T パ； R :* 受 
型ぶ が 1附 に 首 & のけ 
第？ 左 § 一 、を 受， 5： 

十手 1 " 深!;- ■我 0 取 4 けな 
盖 にくがる たしには 
圖づて 池 t 左 f -> 右！} へ ，左 空 
一 敵 I み W 型 g 手： 型 念 我 ゎ 足 香 
の 出， を 航に瓶 がを 



i-hfMffr ,- 

ぺ桢？ 沿 ひす 以 5 |翊 づ以 含 - 
くるて 一て 
と 時 S * の 炎つ 
m % 我 •■逆？ 1 



な 時 ° 我; t •がの て 
には 水 j 取 4 來< 
' “ ■'月 3 り る 
を 方?； 
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i lc 逆を 取られた 時 け 方。 
分 赋站 七圖の ょぅに 1 に 我が 石 

に f れた 1 、一は 絜 

をぬて軌の逆に取りし捭の處を 
押す と 3 : 時に、 我が 沿 手を 引き 
右 1 に て紀の 膝頭の® を酖 りお 



阶み A 1 ' れ. 



. 哪 f f f 齡の r 

我が机にて齡の船部 
ると 敵は 投げ飛ば 5 




irs 4 - l - l '> J 闽の晚 明 

妁し逆に阶りし手を前の如く焚 

けょぅとした場射には如何にし 



赃に 靶 りし 敵の 乎*^ が 前の 方 
掷で 似て史け,とした時*我は 
齡 の F 首を 握 りし乎をはなすと 
剛, に >航 を 1 tc s けて、 右足 
を 1の配0處に \' れ，同時に我 
がが 手に て觚 の 金的を 押し 常て 
rsisirT (iM 十 

四 k •把 解 娜 < r 
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染笫十五，十六，十七，十八_ 

の齡哪。 

敵が光あ龙足を⑴て郎時に如料 

するのを如|:に防ぐか。 

仏す る 時， 我は 对し， を 桃に し 
て.辑にて ^ 撕り ±* げる姐 
&6 f , %& r て齡の 
突いて來る手をすくい 5 4 け<|| 
M 十五 k , ^ 齡九製 船) 一 
時に我が右ぜを一步船の齡於に 
阶み ||1' ! し，觚の手を押へた柏 ?- £ 
を 共の 脑 下ょ*： •首の 處 に 差し a > 
れ W が舊 にてぎ3あふと 
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八耶の 分で 敵； 
ifr を 中 n は 
•丨啦 瓶 ■•倒 ， i 
分 £ 時' 5 一 I •れ 



tl|S- 



十 き 

- 常 A 
iar •て 敵 .7 我ね 1 
一 るのは 
へ 

塑？ 的 s 右 ざ . 
笫5 と 雨？ 七 
十 水 2 力 1 圖づ 




型 站こ 十圖の 把 i^ B f 

齡が S を 娘て、 齡に還 する ^ ,1 . 1 * 挪は 船を奶し觀 & じ，题^が擊に & ^ 、き於 
る 1の陳齡撕の處を、甘ょ〇上に槌受けして敵を押へ、同時に左举にて振〇突きする0 
贼撕ニ十ニ、ニ十三、ニ十四.ニ十 5: ,ニ十六，ニ十七圖の奶嫩ポ明。 

敵が か 足を ぬて 把が 船 紀 lr かけて 11 りついて 來る 時， 私は 型 M ? 二士 一 圖の姿 勢の 如く 腊を後かに 
ねじつ て、 我が 左 ¥に て 断の 足 (&りついて來るぜ)を£:ち漱し，同時に其の -/.-:* 尜にて敵2额 8112 
を拟打し(型郝ニ十三圖 #1 照)， 

ポび1が左1にて我が概^:部にが擊する |1#| は.私は右手にて(型節ニ十四_〕の如く横受けし、 
k 時に 纪が *1 足にて私の肥舭を§る(盤讯ニ -|- 5. 圖) 

倚 ほ 引き 核き 私が 右 表に て奶が 額 虬に攻 ^ する場 ^ 似は右ぞを一妒敗方に退きて-四股立に铤 
じ，我が左鞔にて仏の腹部を常てる。 

( i 第二 十七 圓 ，分 i 第 士一圖 〕 



1 




敵が我が顏,めがけて突き來る 
場 ^ 逆投げ。 

船が 我が 卸 配め がけて 突 s て 來 

1 

くと 同時に， 我が 右 乎に て fc の 
^ 突いて米る手首を下ょり上に .|1« 
t K 受けを なす ^ 船 第 十三 圖) 
十 と 同時に， ㈨ 0 手 宵 (右手 
-= を握りて少し横に押して，齡の 
照を 崩し、 种ぴ敵が允乎を说て 
我が水 ;3? に突いて來る峨-收は 
左手にて下ょり上に掬ひ史けを 
なして-敵 Q 手首を 握り舻 z> (f 
wt s H- 四 圖) 耐して犯の阶りし 
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參考资 料 記載に 就いて 

摩 文 仁 S 和 

我恩師糸洲先生が支那の武備誌と云ふ举法0書籍ょり寫されたものを，祥借して之れ 
を 寫し 、今まで 研究 參考の 材料と して 非常に 大切に 秘密に 蘇して 居た が， 友人の 勧め も 
あり •又：：：： 下 空手 華 法の 全盛時代， 一日と して 自己 一人の 私する に 忍びず、 遂に 之れ を 
記 彼せ し 所以で ある。 

熱心なる 研究者に 少しで も 益す る 事が 出來れ ば 幸甚の 至 D であ る。 



氣 

手 

m 

林 

流 



此手名 鐵 货手打入人君 
须 Jfl 此手或 F 1 飯 前 打 入 
釘生吐血飯後打入人釕 
魄散魂 飛 
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此手名鐵沙手 /|] 火煉 
成 打 入 人後 銪 用之荇 
打 入 肉 till 爛速藥 治 之 



此手名 日 撒 榄手打 入 
人 首 血 池 )!) 之 若 打 其 
人可州黎水救之千萬 
不可 到乖： 



此手名 n ! n ) yc ; J T - 打 a 
人骨節肋内 )11 之打屮不 
能言速荇藥治之不治死 



此手名ー路保技乔打入 
入腩竹 骨 之 Ml 荇打 着藥 
治 之 到 久不醫 半半 必死 



解脫法 



! 面？ 
~ 财 ？ 



欲レ攻 V 3K 先 打』 西。 
褒 被レ檢 IIJ , n 戟 -0 
我 倒 k 入_: 他 ^, 
扭=,我 » .相-他： 
離，- 吾 fn 逆； 
g 踢高 務隨レ 後。 
來， ，吾 榭 l JIJ k % 
他 勢 低 勿 レ川レ见。 
取-戕自他下？ 
嵇步 4 防 他 iT 



欲 fek 務隨 k 。 
欲 レ打如破：天往？ 
蒞抱レ 後 灾 搲 レ 後。 

殺，， 含泥駟 ：一他 哦？ 
右 欲 k 、 右 先 梢. 
P 1 吾平 |讲丧 梢？ 
欲 V 踏* 我、 パ 川 化。 
他勢 ^ 入レ於レ '|' 。 
扯， 我髮, f 脫 
乎坫相隨方無一失。 



欲祆 身剛桊 力？ 

他倒レ地顿*他勝。 
游抱 j 前 遇 i 隐？ 
臨. ^ 々- 川 -:. 4 :捣 
1 : F 踏 乎 先 戟。 
稱_ # 袖， !|] ,|戟梅？ 
欲 *踢レ他拟.： ||) .^? 
取， 我 'I- , 钱， 他 上？ 



拳 足 筋骨 立 樣 (邵靈 寺 流) 




t 



r 




人 
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r 





— no — 




1 
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— no— 
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— lia — 
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古法 大剛論 章 

W ,*!、 卉所 い枳此法庞*珂-叫十ニ時敁？血脤按=分子午之法 --^ 凡 1||: 人纽-"レ -2 此法 -0 ||: いぜレ救‘人不 
レ可‘进.人也。打--人通レ稱为 :;,.. ?;'. | , '] 之敎也"法啊=枰爪之殊 --.; 故立--交接之逍-以「熟能生巧-多 '|' 。則 
彼疎湘对必棚い川0凡如_.與：.人打*棚比功其观ー也-尤左=迅速 -0 不-^--レ作 54 |^ ?逢1穴- 1(<| 入。遇 

レ 逃 則 ST S ,: 繫？ 恐-- 央 接？ 旁 人 P 之誚 .. S 负 比勢兹 -> 上下 名？ 分 作 之 5 之痄 

g lilj 川.- 逆 ー逆则 ||] -.砷屮-遇1逃讲逍。违乂 >','; 谈入.逃』之 11|] 击而來。_レ之 11|1 來 |(|1 去“ /|: レ上 ||) "蝴 
蝶 双 飛？ 在 い 下 川-- 撥 水 求 ^ 妙 ^- ? 虎狼 之 勢" 猛 1« 之成'*交レ乎應^之法。 /|: ? ¥ , 5カ認眞晓得？刚柔 
说 * 0剛來，本 '|» -8-_ '|' 而 £|1 * 發。身描、脚 ^ 、蝴3身嫛于門戶 --0 规 1.-|; 迆退、不レ5置 






十二時 血脉的 死注氣 
大位急持可 |1] 不可動 



€!.-i 行 踢崤ー i 
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发- ^ バ ^ |£0炎 




ノ， 



旬 




聋 

-t 

*?» 



4 你 友時齊 -|- ^ 




^ 钯肝， ^ 1 



七不打 

額 門 顶心迎也 

腦後 il 

險- |1砰打上塒下則 

兩：斗後錁§雜 || 5下|ぉ開 
W 上 至 心 窩兩邊 横 五 •小 打 打 則 死 
下 陰 六 ggl s 乂橄 肚—描刈 

乳 七 ilglyll JlI -. Irgg ^ if 



四 不治 症 

大几 打傷 鎗刀所 傷 

r ロ 開 不治 不能 接 氣 

一一、 發陰下 治—— 

三、 目 不轉珠 不治 精神 散 

1¢! 、 、 い 撞 不治 內腑 己墙五金崩已 

o 

此乎法 及藥症乃、昭林专傅流茧今几1|溫烛熟|&中無有不中也。 

〇 

扔人肿六穴左搿起女人肿七骨穴從 -|.- 邊起弈火血在人肩下笫叫卄起至杼刚三日過位复犬峙血布肩下 
在 七 11 §?1过位 秋； K 血作蠢 ® 七 S 至— 七 = 爲 ^ 冬 §15 骨 起 至 火 寒 九 



神 農琉 拙 腺 一 门食 '| , | 取符|6病救 | , | 人知此穴位不 <« 人 1| ; . ''1 救人 <(|| 他ん被"傾 )|) 此藥救之可也" 

0 

十二時 血脈 藥方神 効 i — ss 2 

子時爪藥深竺分沈件不乳许不老洒一杯煎卞杯服ド 

. 71 ; 時 用 藥射符 ー不 P す不紅 花不乎 七ポ洒ー杯煎肀杯服ド 

货時用藥財挤不沈苻ー分深竹ニ分肉朴ニ不乎ャー分捫ー宛煎ー杯仳 

卯 時用藥 鹰珠ー分射符 _:: 分蛇 |||1 ~ 分"锦成 _ 分浸洒报 

辰 時 用藥紅 ||[1 1分 |'| 捎一分责桃仁五ト地扯杷11紅花！： 洱煎服ド 

已時 用藥上 步川紅 花- 芬下步 用乎セ-芬沖种报ド 



午待用 ^ 蛇 ||11. 1ー分度 : « : 頭 _ ト符射子七分紅 :[: 絲11ト洒ーニ樞煎ー樞服 

隹 存爪 ^ 社仲一ト乳香ニト丁将一一ト肉找ニト沖酒空心服 

卜 ^ ||-|-. —川藥麥ニトぉ泰心こ分水稱 - / | , - 煎<:分空心服 

戍支咩 用 藥紅 |1ト潘川紅ー 7 紅土絲1ト万？|斑1ート擂末沖捫服ド 




—160 — 



疼、 身 # 今膽 



^^ ^ >- ^ 4 ^ 










t ^ 气 4 勝 




H0S 







K 统 l 




r 意 A li 



4 一身 泰 




ね：^ # . rl ? キ 够 



1 # 勝# に 




敗 咏故 4 * 







— 1G1 — 



0 趴' 荷 id . 




其の 4 /常 4 難 



^ .览. 牧 )% i .^ * 







— 1G5- 
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雪 ^ .^ P 敗 



雨 殘 —' -f ;t 
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: 寺 ^ > 宵 ！*) ^ . 




4- 等极 寺 ^ 




孫 武子云 

「知 •，彼 知 Ju w is 不レ殆 。不 ，知， 彼而知 * 己一 勝 一巧 不レ知 レ彼 不レ知 
レ己锚85必 ^ 。故心先.3家傾認 « 熟隨1時變化。此所ぃ 811 不レ戰而 
屈 レ 人。 兵 之 極 # 者 也 。 J 



昭和九¥十1" 
nn fll 九苹 十日 



丁 H 日印 細 納本 
TKU 發 行 



5 - •手 爭法 十八 2 硏究 

定價 金壹圓 五拾錢 

0 21 料 < 8 






摩 文 仁 賢 和 

大阪 llf pq 成 抨沐守町叫一::: 

仲 宗根源 .和 

坩京 ||1 下 «- » 济中侦水町110 

r 神 ® 武 fg 



發 資 所 



« '1>: 神 01 |«£ 表利保 |||! 'ニ jgi; B s 
從骷种阳ニ一ー八九抑 男 a i rtm 

3U JK 市 紳 川两 ^ 町一 "-- .-: 3: 本 ： rml £ 
IE S-S 祌 E :: -L -;l. 八 ft a: -H- i _ Q 

柳 原窖店 



場 道 


理理 


拳 日 




♦ ♦ 


法 本 


理理 


••'火* プく 


想 想 


想 想 


古 ili 古 rlf 
H 港 日 西 


的 的 


空 


的 的 




長强 


手 


km 


_ 


法 術 


W 

敎 


膽身 
法 術 


? s ?« 




授 




十 道十 
時艰時 


II II II 
個 時 估 
人 問險 
でも も 


拳剛 


II II II 
道場 老 


大大 


■/ 去モ 
師采 


具 所 幼 
もも 男 


本本 
拳 拳 
法 法 
仝關 


も褂あ 
网 H 
體 せま 
でんせ 


範流 

摩 


入 取 女 
办 $ 誰 
ままれ 
せせ で 


國® 

聯空 

盟手 


も ん 

出 

半 


文 
イ * 


んんも 

出 

來 


關 S 
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l n 
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師範 •富 名 腿 猫 珍 先生 序 
師範 •摩 文 仁 » 和先生序 
師範. 小 w uj 裕 先生 序 



攻防 自在 
護身 拳法 



「空平硏 究 J 



忡宗 根源 和 編 



◊四六收總假名付 <> 

◊ tl ^ «fife 1H- _ rl <> 

◊抑 箝ニ Tr KT (I*l <> 

◊定 憤 金 甙闽五拾錢ニ达料十：： ^ 」 



か， リ て ぅ 



空手 道 入 E 

别名 。•空 丰獨習 0 手引 



砸 



ゆ 手の 括は 此 tn ょ < m < ので、 自分 1ーつ格 .|- =して «. たいが何かの都合 -(3 逍«に通ふ事 1!: 出來ない 
/) が 残念 だ とい ふ 人 t あらぅ =成 |1 父，新 |«] や雜缒で ?}{ 手の！£を多人の興味を以て讀んだことがあ-0が 
不幸 L - 1て{:分の十：地 |; は组手を知つてゐ £| «- が-人，；.ないと地 «1 的不 1'|1 を 2 |- こつ人も多からぅ》これ 
等の 人に |»] って 出來 るだ .? ゎか=-&<說叫し、木锵-朋にて1通 ^> ご'4!2 -|- }> にゎかる*-ぅ |-: 、練5!:の 
敎 « も出來5だけ奴切丁寧 |: 解說して、敎師なしに 511 « « /|1 來 £ ^ ら抑粉 5: 炒 >2 に入れてぁる。本讲に 
っぃて抝 ?? し、饪111十 5> 乃茧ニ -|- 分 |||1 、楮 -, , .- 广れぱ何入1知ら.ぬ ||11 に心分^ |: ?!< 手の你大なる效來を » 
曲し 得 る であらう" (作手 |1 武器なき武»にして精神修*沾た 2> と叼昨 |; 無柄«嫌法な=> -° . 



柬 5,( 市上野公闹護國院大黑穴脇 
振 抖朿京 三 九 七 七三讲 



撃 研究社) 興 武館 



大 日本毕法 » 两 »» 手術硏究》々長 

摩 文 仁 賢 和 先生 著 

刚 柔 汰扭手 ^ 法大家 



◊•ホケット 沏美裝 鲔入0 
〇 柿 粉八十茛 0 
cn 玢 八 茛 <> 
0 定 ffl 企*® 廿錢 (送料 八钱 > 




新 

刊 

好 •噴 
評々 



◊東京 各大® 空手 師範 富 名腰苒 珍 先生 R < 1 * 文 <-. » 和耵は */, の竹妈 » * で、近 -||': « |.-; 1' る ?!< 手硏究《 
で现 rf . s JV i : 家中 栉 •» た 5者でぁる。界が久し& |1|| |- ?£ 集した柯料け舱《»数に述し、今：=各神2削を 
多<知 つて* 5點2於.て打の右に川る*恐&< |3 & 5 * いど 

◊味 道 »長加納治五即先生は昭和ニ年1月沖拥旅行 〇 捺、ニ 0 |||| にゎた=湃者の ??» 币《 «! を兑3< « 上非 
•«• !: 感唤 谢稱せ &れ 攻防 2=在全瞬 |: .3 >|. 傅 '\' ら 2> ぺし」4推筲？れた。 

◊想視廉空手師範小西康裕先生ロく-典友》文仁》和打 ^ *辛 « ! « 紡=|「跦身術 ?!* 爷举法」 ?) 酱は 3 に 
:¥ :|1: 適した企。と 8|1 ふぺ<正に行昉らんとす，〇我武泣界に新«向を指示ナ,0と典に乂1:民«育 |"] 上に费 
す る氺«火ゎ &を砷炕して躲 (1 “。本 : » 說<所-个》油明にして奴切叫 #!1 5; |« め«に人リ細を穿 1) ,加ふ 
るに文规而 |4 く»妹昨々として<=ら卷 5: とず6を坛 <1 しむる？ |1!1- は何人も扭助し邡はざる好 * でぁ & 。 



朿 京 市上 野 公 阐謎 國院火 黑天临 
振# 朿京 = 九七七=:郴 



f 空手 研究社 一興 武館 



时謂護身術空手拳法踩づ囀 



◊大阪 毎日 新閗 「背 者は 知られた 逹 人、 空 
手 率 法の 火： 要を 棰めて 簡潔 1 C 、 111 モラ ス 
な阖 » 入で說*|0くしてある〇」 
◊報知新聞「拟割や此剌が穴ネ術の全舣では 
なく率ろそれは除技に過ぎなかつた。本讲 
は 斯道の 大家た る 著 其が ぅん 奥を 彼れ きし 
て 詳細： 个易 1 C 指播 せんと L たもので ある 0 」 
❖北 信 毎日 新聞 「時節柄 S 女 丼 一 讀す べき 
寄 物で ある。 繪入 U で 親切 丁墦に及明して 
あるから 何人に もよ くわ かる」 

◊中 國民報 「朴晋述濟大師が子弟に敎授した 
雜禪一味0健趿法修養法として0窣法が琉 
球に傅はり*武術として特殊《發達をなし 
た〇此の秘法和傳の珞手も今 >0 は各地に赀 



及 t . れ.. 」ゐる< 个宵 は 身に 寸绒を 帮 •ひずし 
て 攻防 自 V -1. 、 時！ 2 も 金 も か >6す 個人で も 
阆骷_じも|?習 ||1 來る趣身術として又雔康法 
と I て现 itr ! 的の ものである。」 

◊小 樺 新聞 一. 现今行 はれて ゐる强 仲 術、 at 
術0中で老幼奶女を問はず誰れでも容=8に 
かっ2:山に行はれ、しかも十ニ分0効垠を 
ぁげ扣るものは空手術であるとして時代に 
滴 « せるところ今や全阈的に俾及せられ各 
方而で 络手熱 •か 碰ん となって 》る。本 -» は 
剛 S 空 乎 桊法 大家に して 關西火 學その 他 
各學校0師範摩文仁贤和氏が多年0鍛練0 
結圯を平 «- 油明にしかもーっーつ抻输を川 
ひて籾切に敎へた寄である-丨 



環 I 1 W 2 拏 文— 和先生著 
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t L て％ 手を 格 * す 6 |= しても男子とはその行** 7/ を «- にしなければならぬ0 
•窄手 敎 村 e 炒 «なる點に於て火下無5:の稱 1» るルの进袼.》沏けて ,'; : 心岍究1、 
八. 方に 1そ？ « 悱3を央ふことなしに格.；；： !|| 來>0 »( . & し*/切-#抑、叨 | ||1 )を描 
<6 :も段敁人淑 4.- も職槊 «!5 人1«焰婦人，,、氺齡の如何 4; 間 |2 ず、卞 ('| : |: 就 * ,て阱究し 
身に报=か、-0不意5:危險を-'抑 |: 级と受け流し、明2?-3如<萵欲；.-る蚣 £41 を誣 2 :せられょ。 

日氺瞄 人は 彤校&卒業す 1. > ;!1! 励を？.めて_-まふので神々》出ト：ハ故呤が3!=-»い。畢 
I |«- 求妊にても处非地版法として苽身術として木讲を沾川せられんこ4をぉ典め钛しまナ* 
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油斷 大敵！ 空手 研究家は 絕ぇず 研究 .H x- •锻 練を 总っ て はなら 3 



本叢宵は何れも桀手研究者必諧必備の齊でぁる！ 
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哦夂じ賢和先生著 

龙防 咱在卜 /\ 刀硏 «*-* 九 



教 ||\ 版で&る-本 ^ |1; :.: « とセーエンチン 10 
沏並にセー丁：ン,ンの分解說明& :|= とした 
刊るもので. ;'. るが、なほそ0他に<-空手の稱 

f ll ; ， ^ ¥ r « n ^, v - L ' 5 ^IJS o iE 3 f &oc 



新 »|« ? |* , 5'. 1 



」ぃ耶 ?: 舄53に て說明 し- 
れの 分解 説明を なせる もの 



空手萃 法 ■ 

摩 文 仁 賢 和 先生 著 

ll lk 女子 護身術 

摩 文仁贤 和 先生 著 

剛 柔流ノ IR ン し- 
空手 拳法 VI へ \ と 

クルル > ファ| 



8111 
£背# 多 屮研究の敢裕ハ-.-骱けー--押肿の搜明 ^ ! 
访の塑を紺み ||1 して叫に問ふ <|-- 齡呦粱を問 
はず如何なる蛄人卩も财噃法として叉举付 
刊 ー術として押想的なリと歡び迎へらる‘出子 
- 1 | もまた就キ：て纷ぶべ & もの多し'* 

£此の _ つの叩に《他の搜には记られない. ||1| 
-• ifi . l '] いところ か ある U 逆 0 取 = 方、 投けの 乎 
一 羽がひ絞の受け方、頭を以つて敵の水片に 
:刊 瑺てろ等舛味深きものが多义例にょつて 
1懇切なる唧ハ說明 <!; 紐乎 |- ょる分解 ;1!: 明0 
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>;>: :手道 0 勃興は今4-旭：= ^ 大の够で >. る。各火磲は勿淪屮學校、 



」、 或は 1':- |!!] |^ 忐刚肪乂 |-± »| 人に於て、或は >4' |' , -| 1 , -| 、 ! ; ? 砚紐 ^ に於て、 

濟々 * らゆる 方 • || , || に坫乎熱は=に=:に .' - !; ま〇っ、ぁる0水涊 |1. 各_範-各迸場， 



«- 闽肋方-'-密抟なる迚辂ハドに、或 |!; 指埤 .0: 认を、成は ;' , , ; '|:- 岍文ハ姑 | -1!: を*成は时 1& 3、或 
は武功談，或は感想談等ぃゃしくも空手研究に资するものは悉く餘合編料丨、空荇？3興降の 
ため.- |«| 献せんとするもので》る0 | / /./:| 號各師範备先眾の執筆ぁり、初棵荠にも卜分理解の川米 
る や 〇に报假名忖にて，挿树を斅讲にし，讀みものとしても屻る典味深ぃも&でぁる0 
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館武興 (社 ■手 空）： 
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阀 際 聯 M 脫退が 法 fit 的に ^ 効と なる 時には、 侑 作 委任 砘治刨 It 法 fit 的 1 C * 

:|: となる。兆の時仙 |1 近づいた。=木阈尺は我が領 :|: たるべき熱费の：：^ 

ぬ に 關する 認識を 深め， 確乎たる 倌 念の戏礎に立つて：：：九，： 
したければならぬ。木押は衍作1::=新昍祀者たる背龙が， «!1 , 南卜數平共地 |- 生活し 
つつ ¥[- 地に調夼硏究せる處を多く0§と和歌とを取〇入れた特价のぁる著许で、 
典味深く讀みながら、 ^- .3の政治、商業、風物缂&らゅる方 |11| の知酏 5: 簡潔に收§! 
することが /|', 來る。本齊は通0ー遄ハ觀光的記咁と % なる故に，_悄の入 (.- 心を抱く 
人に も WS 指針と なる。 
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鮮明 寫眞版 二百 五十 面 * 7 丨ト紙 印刷 

r 武雅の無ぃ阀141 .-' -べ ->- .ホレ * ンを羝かした3:、戎蹄の 
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